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１ 開会（19:00） 

 

２ あいさつ 

   大塚会長よりあいさつがあった。 

 

３ 議事 

（１）意見聴取 

① 総合計画後期基本計画の地域計画策定について 

〈説明〉 

事務局に対し説明を求める。 
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前回からの継続協議となる。追加資料の説明。 

【前期基本計画における西方地域の地域計画（地域重点事項）】 

   ・「金崎駅西口開設及び周辺市街地の整備推進」 

   ・「金崎駅東地区周辺市街地の整備促進」 

   ・「思川河川等親水空間の整備」 

   ・「スマートインターチェンジの誘致」 

   ・「新産業誘導地区の整備検討」 

   ・「西方城址の整備」 

   ・「民間活力による温泉施設整備の推進」 

・「金崎のさくら堤の保全・拡充」 

・「真名子の歴史の里づくり」 

・「宇都宮西中核工業団地への企業誘致」 

 

〈質問・意見〉 

委員に対し質問、意見を求める。 

 

  「民間活力による温泉施設整備の推進」については、現在、民間事業者が 

 温泉施設の建設を始めていることから、計画から削除してもいいのではない 

か。「金崎駅西口開設及び周辺市街地の整備推進」と「金崎駅東地区周辺市 

街地の整備促進」については、駅を中心とした整備ということで、この二つ 

を一つにしてもよいのではないか。「思川河川等親水空間の整備」について 

は、桜グラウンドからふれあいパークまでの歩道の整備等も含まれていると 

思うが、土手に桜の木は植えられないので難しい。「スマートインターチェ 

ンジの誘致」については、すでに誘致が済んでいることから、周辺整備など 

の言葉に変えた方がいいのではないか。「新産業誘導地区の整備検討」につ 

いては、スマートインターチェンジの周辺整備と絡めていけばいいのではな 

いか。そのほかの「西方城址の整備」、「金崎のさくら堤の保全・拡充」、「真 

名子の歴史の里づくり」、「宇都宮西中核工業団地への企業誘致」については 

引き続き重点事項として残しておいていいのではないか。少し調べてこのよ 

うに考えてみたが、皆様からのご意見をいただければ。 

 

  「スマートインターチェンジの誘致」のように、すでに済んでいる決もの 

は削除してもいいのではないか。 

 

  「新産業誘導地区の整備検討」はスマートインターチェンジの周辺整備と 

してまとめてもいいのではないか。 

 

  「金崎駅西口開設及び周辺市街地の整備推進」と「金崎駅東地区周辺市街 

地の整備促進」、「スマートインターチェンジの誘致」と「新産業誘導地区の 

整備検討」をそれぞれ一つにまとめるということだが、まとめる際には、元 

の意味が分かるような文言にしたほうがいい。また、金崎駅西口の開設は実 
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現されるものなのか。 

  

  金崎駅西口の開設についての動きはない。中心地区形成プロジェクトの中 

では、駅西の区画整理と道の駅周辺の活性化ということがうたわれており、 

西口周辺の区画整理と、併せて西口へつながる都市計画道路の計画があり、 

過去には地元説明会まで開催した経緯がある。活性化の一拠点として金崎駅 

は重要であるということから、駅東の整備促進と併せて駅周辺の整備推進と 

することは一つの考えとしてはあるのではないか。また、現実的にはなかな 

か難しいと思われる西口開設についても、計画としてはこの先も残していく 

という考えもあるのではないか。 

  

  金崎駅西口開設の計画は数十年前から出ているが現実的には難しいという 

のが現状であろうかと思う。 

 

  西口の開設と特出しせずに、駅周辺の整備推進とすればいいのではないか。 

  

  これまでの経緯からみても西口開設は難しいことから、この事項について 

は金崎駅周辺市街地の整備促進としていいと思う。 

「思川河川等親水空間の整備」、「金崎のさくら堤の保全・拡充」について 

は、河川法により堤防には桜は植えられない。堤防から離れている側道とか 

であれば問題はないだろうが、金崎の橋から東武線の鉄橋までの間にそのよ 

うなところがない。しかし、今後の希望も込めて計画に残しておいてもいい 

のではないか。 

「スマートインターチェンジの誘致」については、私も地元説明会に出席 

したが、現在は測量まで行われているので削除してもいいのではないか。 

「新産業誘導地区の整備検討」については、西方には宇都宮西中核工業団 

地があり、それ以上の工業団地が造られることはまずないと思われることか 

ら、まずは、宇都宮西中核工業団地の分譲中の区画への企業誘致が先である 

ことを考えると削除してもいいのではないか。 

「民間活力による温泉施設整備の推進」については、先ほど話があったよ 

うに、既に民間の事業者により温泉施設が建設されつつあることから削除し 

てもいいかと思う。そのほかの事項については引き続き残してもいいと思う。 

 

  桜については、河川法等色々規制があることはわかったが、金崎のさくら 

堤からかっぱ広場まで桜並木を繋げられるとよい。 

 

  現状では難しいが、計画としては残しておいていいのではないか。 

 

  桜を植えることは難しいが、同じ時期に咲く菜の花で金崎から本城まで繋 

げることもいいと思う。 

 



事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

委員 

 

 

事務局 

 

委員 

 

 

 

会長 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

会長 

 

 

 

 

 

  これまでの委員の皆様の意見をまとめると、「金崎駅西口開設及び周辺市 

街地の整備推進」と「金崎駅東地区周辺市街地の整備促進」については、金 

崎駅を一つの拠点ととらえて、二つを一つにまとめて「金崎駅周辺市街地の 

整備推進」とする。 

「スマートインターチェンジの誘致」については、既に誘致も済んでいる 

ことから、「スマートインターチェンジの周辺整備」とする。 

「新産業誘導地区の整備検討」は削除、またはスマートインターチェンジ 

と絡めてどのような文言とするか。 

「民間活力による温泉施設整備の推進」については、民間事業者による温 

泉施設の建設の動きがあることから削除する。 

その他、「思川河川等親水空間の整備」、「西方城址の整備」、「金崎のさく 

ら堤の保全・拡充」、「真名子の歴史の里づくり」、「宇都宮西中核工業団地へ 

の企業誘致」については、そのまま継続して後期計画の地域重点事項とする、

ということになる。 

 

  「新産業誘導地区の整備検討」をどのようにしたらいいか。 

  

  「新産業誘導地区の整備検討」とは、スマートインターチェンジ周辺にそ 

のような地区を整備するということなのか。 

 

  西方地域の南部に新産業誘導地区を整備するといった計画である。 

 

  スマートインターチェンジ周辺の整備というところに含めてもいいので 

はないか。 

 

〈採決〉 

  「新産業誘導地区の整備検討」については、「スマートインターチェンジ 

 の周辺整備」という中に含めることとし、当地域会議会としての意見をまと 

めると、「金崎駅周辺市街地の整備推進」、「思川河川等親水空間の整備」、 

「スマートインターチェンジの周辺整備」、「西方城址の整備」、「金崎のさく 

ら堤の保全・拡充」、「真名子の歴史の里づくり」、「宇都宮西中核工業団地へ 

の企業誘致」の７つとすることでよいか。 

 

 異議なし。 

 

  当会議として、これら７つを栃木市総合計画後期基本計画の西方地域の地 

域重点事項とするということを意見として提出する。 

 

 

（２）協議事項 

①平成 29 年度地域予算提案事業について 
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 昨年度からの継続協議事項であるが、今回である程度方向性を固めたい。 

［これまで出された提案事業案］ 

・小中学校での交通安全教室（スケアードストレイト方式）の実施 

・西方ふれあいパーク整備事業の継続（花の滝の整備） 

・西方城址を観光地にするためのＰＲ活動 

・各種イベントで利用できる簡易トイレの購入 

・真上地区の県行造林主伐跡地および林道の利活用 

・公園内へのドッグランの設置 

 

〈質問・意見〉 

 委員に対し意見を求める。 

 

［新たに提案された事業］ 

 ・桜グラウンド周辺へのトイレの設置 

・西方城址、赤壁城跡（真名子城跡）を観光地にするためのＰＲ活動 

 ・各種事業を実施するにあたってのバリアフリー化の実施 

 

〈採決〉 

意見の取りまとめに入る。 

多数決により、今年度提案する事業を「西方ふれあいパーク整備事業の継 

続（花の滝の整備）」と「中学校での交通安全教室（スケアードストレイ 

ト方式）の実施」の２つとすることとした。 

 

  今後、担当課等と協議しながら詳細な内容を検討していく。 

調整の中で、交通安全教室の実施ができなかった場合は、ふれあいパーク 

花の滝の整備のみとする。 

 

 

４ その他 

 （１）事務連絡 

   ・次回の地域会議開催予定日  

平成２９年６月２２日（木）午後７時～ 西方公民館 

   ・（シティプロ課からの依頼） 

パパ・ママ子育て世代ふれあいトークのチラシ配布 

     シティプロモーション冊子の配布 

 

５ 閉会（～20:24） 

 

 


